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2021 年度 JLMM 活動報告 

１. 2021 年度の動きと成果（概要） 

概況 

２０２０年２月以降、感染拡大が続いている新型コロナウイルスの影響で、海外や日本国内において対面で

の活動が実施できないため、オンラインを中心とした活動を行った。１年間の延期をしていた研修はオンライ

ン形式で実施した。また、オンライン・ライブバザーやバーチャルスタディツアーなど例年の活動をオンライン

に切り替えて実施した。 

派遣地における活動 

カンボジアにおいては２０２０年４月以来、派遣者不在の状態が続いているが、プログラム・コーディネータ

ーのソピア氏を中心とした３名の現地スタッフが活動を継続している。 

カンボジアではすべての教育機関で断続的に休校措置がとられていたが、１１月に小学校が部分的に再

開したことを受け、「子どもの家」の活動などを再開した。 

 

現地で活動を継続する 3 名の現地スタッフのサポートのため、東京事務局と元派遣者を交えたオンライン

会議（Zoom）による定期的なスタッフ会議を行った。 

 

７月に現地スタッフ３名の役職を確定し、ソピア氏がプログラム・コーディネーターとなり現地での活動を統

括することとなった。 

 

コロナ禍による生活困窮家族に向けた米、油、魚の缶詰など食糧パック配布を継続したが、困窮家族の

数が増加しているため、配布対象を１６５世帯から１８５世帯に拡大し、配布する米も５kg から１０Kg に増量し

た。 

 

村の訪問と衛生教育セミナーはコロナ感染の状況を見ながら随時実施した。 

 

派遣候補者募集と研修、派遣 

２０２０年度の派遣候補者選考で合格した６名が、４月から初の試みとなるオンライン研修を実施した。受

講者はそれぞれの居住地にて就労しながらの研修に参加し、最終的に４名がオンライン研修を修了した。コ

ロナ感染状況の先行きが不透明なため、派遣と派遣候補者募集は行わなかった。 

  

スタディツアー（オンライン） 

新型コロナウイルス感染拡大により、通常のツアーは実施しなかったが中学・高校の企画や一般公募によ
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るオンライン・バーチャルスタディツアーを実施した。オンラインで現地とつなぎ、活動地の現在の様子を報

告した。参加者からの質問を村人やスタッフが答えるなど、交流によって理解が深まった。オンラインにより

全国各地から多数の参加者を得ることができた。 

 

活動紹介とラチャナ商品紹介（教会に向けた広報の拡充） 

小教区における活動紹介は実施できなかったが、オンラインや機関紙を利用した販促活動を実施し、特

にラチャナハンディクラフト、コーヒードリップパック、胡椒については「オンライン・ライブバザー」として生配

信企画を実施した。オンラインにより全国の幅広い層にアクセスすることができ、新たな支援者獲得につなが

った。 

 

連携事業（ERST、東京教区災害対応チーム、カリタス東京設立準備） 

引き続き「カリタス南相馬」の運営支援を行った。 

災害発生時に被災教区の支援を専門的にサポートする「緊急対応支援チーム ERST」の世話人として事

務局スタッフ２名が指名され、ERST の学習会を企画・実施した。 

カトリック東京大司教区からの要請に応え、事務局スタッフがカトリック東京教区災害対応チームのメンバ

ーとして活動に協力した。コロナ対応で支援活動する小教区などの団体を紹介する「オンラインパネルディ

スカッション」の企画・配信を行った。 

また、２０２２年４月に設立予定の「カリタス東京」の組織づくりや活動計画作成に協力した。 

 

事務局移転 

 長引くコロナ禍でリモートまたはオンラインによる活動が常態化している状況を受け、東京都港区六本木の

事務所を、神奈川県鎌倉市のイエズス会日本殉教者修道院の施設内に移転した。それに伴い、東京都世

田谷区喜多見の研修所も鎌倉市の新事務所に集約した。新事務所と施設を共有する NPO 法人「アルペな

んみんセンター」との今後の活動連携が期待できる。 

 

各国派遣状況及び会員数は以下のとおりである。 

 

 ２０２2 年３月３１日現在の派遣国と派遣者 

カンボジア…0 名 

計 0 ヶ国 0 名 

 ２０２２年３月３１日現在の正会員数 １０名（名簿は後述） 

 ２０２２年３月３１日現在の賛助会員数 ２，３５２（個人・団体） 

     内訳 

個人… １，１１９、教会… ３５３、修道会… ５６４、学校… １８７、その他… １２９ 
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成果 

 ・コロナの影響で、オンラインによる企画や会議、連携活動を積極的に展開することで、新規のつながりを

開拓することができた。 

 ・派遣者不在のカンボジアにおいて、現地スタッフによる活動の運営が促進された。 

 ・ERST やカリタス東京など、新設組織の設立準備に貢献できた。 

 

課題 

 ・派遣、研修、スタディツアー、各種イベントなど従来の主たる活動ができない状態となり、社会の現状に対

応した活動の在り方を検討する必要がある。 

 ・ラチャナの小教区での販売やスタディツアーなど収入につながる事業ができず、経済的に厳しい状態が

続いている。 

 

２. 各国活動 

(1) カンボジア 

Ⅰ プノンペン市ステンミエンチャイ地区ゴミ集積場周辺に暮らす家族のための生活向上支援 

カンボジアにおけるコロナ感染症の拡大により、２０２０年 3 月３１日に浅野美幸、４月５日に洞江有実子が

緊急帰国し、日本からの派遣者は不在の状態が続いているが、現地スタッフ３名（ソピア、サヴェット、マーリ

ン）が現地の活動を担当した。 

２０２２年度は、次のとおり事業を実施した。事業実施に関する活動資金の一部は、大阪大司教区「カンボ

ジアの日」、海外邦人宣教者活動援助後援会（JOMAS）などからの支援を受けた。 

 

1.概要 

カンボジアにおけるコロナウイルス感染症拡大の影響により、２０２１年４月から１０月まで、プロジェクト実施

地はロックダウン状態となり、すべての教育機関が数カ月間閉鎖、地域の縫製工場なども閉鎖され、多くの

人々は職を失うなど人々の生活は厳しい状況となった。JLMM カンボジアの「子どもの家」もロックダウン時に

は活動をすべて休止した。１１月から教育機関の活動が再開され、「子どもの家」の活動も段階的に通常の

活動を再開させた。 

ＪＬＭＭの活動地のステンミエンチャイ地区、特に有価物収拾により現金収入を得ている住民の多いルッ

セイ村では、収入源が得られず支出が増加することで生活困窮の度合いを増している。 

この地域の特に生活困窮世帯の子どもたちは、当団体を含めＮＧＯが運営する教育機関で給食を得られ

ていたが、教育機関が一斉に休校となり、家にいる子どもたちの食費が家庭の経済を圧迫している。流通が

滞ることにより市場の食料品の価格は高騰、反面、住民の主な収入源である収拾した有価物の価格は下が

っていることも、住民の生活を増々苦しくさせている。 
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２．活動 

コロナの状況に対応するため、２０２０年４月に現地スタッフ数を削減し、ソピア、サヴェット、マーリンの３名

体制となった。 

月曜日から金曜日の午前７時から１１時まで、および午後２時から５時まで次の活動を行った。 

スタッフは、母親センターの清掃・メンテナンス、教材開発、母親セミナーの準備、図書室整備、教室の整

備、ゲームの準備、ドリップパックコーヒー生産・発送、ハッピーアイス業務、食料パックの準備と配布、銀行

手続きや会計業務などを行った。 

すべてのスタッフはマスクを着用、頻繁に手洗いし、ソーシャルディスタンスを徹底し、コロナ感染予防に

努めた。 

 

 １）子どもの家 

コロナ状況下で全国の教育機関が休校措置となり、多くの子どもたちが家庭で過ごすことになったが、家

族や子どもたちからの要望に応え、「子どもの家」を 11 月に部分的に再開した。コロナ感染拡大防止策とし

て、センターの近隣に暮らす子どもたちに制限し、マスク着用やソーシャルディスタンスを保てるよう、最年少

クラスを除く 2 クラスのみを対象とした。活動日を月・水・金曜日の週３回に制限し、時間も８時３０分から１０時

までと短縮して活動を実施した。 

歌、衛生教育、本の読み聞かせ、クメール語学習、塗り絵、絵画、ゲーム、パズル、絵本などの活動を行

った。毎回、３５名程度の子どもたちが参加した。 

 

 「子どもの家」のスケジュール 

時間 月曜 水曜 金曜 

8:30-8:40 歌 歌 歌 

8:40-8:50 衛生教育 衛生教育 衛生教育 

8:50-9:10 クメール語読み書き クメール語読み書き クメール語読み書き 

9:10-9:30 算数 算数 算数 

9:30-9:50 絵画 絵画 絵画 

9:50-10:00 本の読み聞かせ 本の読み聞かせ 本の読み聞かせ 

 

子どもたちは友だちとの再会を喜び、楽しく活動に参加したが、マスクの着用に関しては呼吸が息苦しく

なるために徹底することが難しかった。また、子どもたちの学習や遊びの時間に、特に小さな子どもたちのソ

ーシャルディスタンスを確保することが困難だった。この２クラスには毎回３５名程度の子どもたちの参加があ

った。 

 

1-1) 教員・アシスタント会議 

今年度は実施しなかった。 
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1-2) 家庭訪問 

毎月４回、ルッセイ村の家庭訪問を行い、特にコロナ禍における住民の生活状況や問題、ニーズにつ

いて調査した。結果、収入の減少、食糧の価格が高騰、就業困難、健康への不安、子どもたちの学習へ

の不安があること、また JLMM による生活困窮家族への食料パック配布が大きな助けになっていることな

どについて把握できた。 

 

1-3) 栄養改善プログラム 

コロナの影響で実施しなかった。 

 

1-4) 図書館 

月曜から金曜までの午前７時３０分から１０時３０分まで開室した。１日に３５名ほどの子どもが利用した。 

 

  
子どもの家の再開 マスクを着用して識字学習 

 

２）医療支援と家庭訪問 

コロナの影響で実施しなかった。 

 

３）収入創出プログラム 

家族が安定した収入を得、子どもたちが就学できるようにするため、収入創出プログラムを実施した。現

在５名の女性がステンミエンチャイ地区周辺やプノンペン市にて、屋台貸し出しプロジェクトとしてハッピー

アイスを販売している。主に公立小学校や民間の学校の前や、村の中での販売を行っているが、コロナの

影響で教育機関が一時的に閉鎖されたことにより、販売場所を失ってしまった。そのため学校の再開まで

１名を残して販売の中止を余儀なくされた。 

地域の母親たちの収入創出のため、コーヒードリップパック生産を行った。プノンペン市内のイオンモー

ル、シェムリアップの店舗、日本での販売のために生産と発送を行った。ゴミ収拾に変わる仕事として、ま

た子どもの就学を支える手段として実施した。今後も生活困窮にある女性、特に寡婦を対象とした生産者
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の拡大を目指したい。 

 

 3-1) 屋台貸し出しプロジェクト 

９月から１２月まではハッピーアイス販売者はサンポウ、ソピアップ、ソピー氏の３名が、２０２２年１月から

２月にかけてはサンポウ、ソピアップ、フーン各氏の３名が参加した。 

 

 3-2) ドリップパックコーヒー生産 

東京（日本での販売向け）、イオン・プノンペン支店、シェムリアップの店舗での販売用に、４，６１５個の

ドリップパックコーヒーを生産・送付した。 

 

４）女性の自立支援 

母親は家庭の生活改善のために重要な役割を持っているという認識のもと、地域の女性に向けて衛生

教育、住環境改善のセミナーを開催した。コロナの状況に合わせて、少人数の住民を対象にスタッフが村

に出向いて実施した。女性自身が各自の課題に気づき、お互いに体験を分かち合うことを通して知見を

共有し、自分たちの力で生活改善を実施していくことを目指した。 

 

  

スタッフが村に出向いて衛生教育 セミナー中の現地スタッフ マリーンさん 

 

 4-1) 母親ミーティング 

コロナの影響で実施しなかった。 

  

 4-2) 母親セミナー 

１１月…チクングニア熱（当時プロジェクト実施地で流行）について、グループ１にて３０名参加 

１２月…チクングニア熱について、グループ１にて３０名参加 

２０２２年１月…チクングニア熱について、グループ３にて３２名参加 

２月…セミナー教材作成 

   

  4-3) コロナ禍における生活困窮家族への緊急食糧支援 
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新型コロナウイルス感染拡大は、カンボジアの特にステンミエンチャイ地区の住民の生活に大きな経

済的なダメージを与えている。この地域の住民は主にゴミ収拾、建設現場作業、工場労働、バイクタク

シー運転手として働いているが、収入が激減した。JLMM カンボジアでは生活困窮家族に対し緊急食

糧支援を２０２１年１０月より開始し、１世帯当たり１回につき米１０キロ、魚の缶詰２缶、魚醤１本、食用油

１本、調味料１袋の食料パック支援を月に 1 度の頻度で継続して実施した。毎月の月初めに、１８５家族

に配布を実施した。生活困窮の住民からの要望に応え、米は昨年度の５キロから１０キロに増量、対象

家族も１６５家族から１８５家族に拡大した。 

生活困窮している家庭を訪問し、対象家族を選定し、配給用の ID カードを配布して、配給日を事前

に告知した。  

配給場所では入場者を２０名未満に制限し、配給を受け取る家族にはマスク着用、手指消毒、ソーシ

ャルディスタンスの確保に努めた。このように事前に住民に連絡したが、現地スタッフ３名のみでの管理

には困難な場面もあった。生活が大変厳しい状況の中で、この食糧支援には JLMM への感謝の声が

住民から寄せられている。 

 

  

食料パックを受け取る母子 食料パックの配布を待つ地域住民 

 

５）その他 

・報告関係…CDC（カンボジア開発評議会）への３カ月毎の報告書、JLMM 東京事務局への２週間毎の

報告書、月間会計報告、会議報告書、カンボジア政府との活動合意書更新、財務省への決算報告 

 

・会議…東京事務所とのオンライン会議 

（5/7、5/21、6/2、7/14、7/28、8/18、9/8、2022 年 2/4、3/11 に実施） 

 

・シェムリアップの修道会支援…ID カード、NGO ビザ更新手続き 

 

３. 調査・調整活動  

  今年度は実施しなかった。 
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４. 研修  

  今年度はコロナ対応の特別措置として、４月から１年間のオンライン研修を実施した。全国から６名の研修生が

参加し、４名が修了した。 

  研修スタッフによる研修ミーティングを 4/28、 6/16、8/18、9/13、11/24、12/22、2022 年 2/2、3/16 に実施し

た。 

 

 

 

オンライン研修修了式  

 

  

５. 派遣  

今年度は派遣を行わなかった。 

 

６. 派遣候補者の募集と選考  

  今年度の研修生の派遣を優先すべく、２０２２年度の派遣候補者募集と選考を行わなかった。 

 

７. 団体連携・協力  

 

（１）特定非営利活動法人 AFMET 

特定非営利活動法人 AFMET の運営に、事務局から金山と漆原を派遣し協力した。 

AFMET 理事会  ２０２１年６月８日、７月２０日、９月１４日、１１月３０日、２０２２年１月２５日、２月１５日 

  AFMET 総会  ２０２２年３月１３日 

 

東ティモールフェスタ２０２１（オンライン）に実行委員会として参画し、WEB 広報やオープニング・エンディ

ング企画とオンライン配信で協力した。（７月３日・４日） 
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AFMET 映画祭（オンライン） 映画「カンタ！ティモール」を１２月１日から１２日までオンライン公開した。 

 

（２）カリタスジャパン援助部会 

 カリタス援助部会委員として辻明美を派遣した。 

 

（３）ERST（緊急対応支援チーム） 

 カリタスジャパンの呼びかけで、今後、中規模以上の災害発生直後時に全国から支援に駆けつけられるよ

う ERST（緊急対応支援チーム）が選出され、事務局の漆原と辻が ERST の共同世話人となり、連続学習会

を企画・実施した。 

 学習会および会議は 4/9、6/4、9/10、11/19、2022 年 1/14、2/21 にオンラインで、3/3 に実会場で開催し

た。 

 

 

ERST 初の対面会議  

 

（４）東京教区 災害対応チーム 

カトリック東京大司教区からの要請に応え、事務局の漆原と辻がカトリック東京教区災害対応チームのメン

バーとして活動に協力した。コロナ対応で支援活動する小教区などの団体を紹介する「オンライン・パネル

ディスカッション」の企画・配信に協力した。 

オンラインによる会議を 4/7、15、27、5/7、17、25、6/4、18、29、7/6、16、8/6、13、18、9/13、10/1、8、 

20、11/10、17、25、12/3、17 に実施した。オンライン・パネルディスカッションを 7/17 と 12/4 に開催した。 

災害対応チームは１２月３１日に解散し、新設されるカリタス東京にその機能を移管することになった。  

 

（５）カリタス東京 

  カトリック東京教区に新設されるカリタス東京設立準備のため、事務局の漆原と辻が組織づくりや事業計

画立案に際して協力した。オンラインによる会議、打合せを 5/21、6/9、6/30、8/27 に実施した。 

 

（６）カリタス南相馬 

  東日本大震災と福島原発事故後の復興支援のため、一般社団法人カリタス南相馬に事務局の金山が

派遣され、法人の運営に協力した。オンラインによる会議のほか、11/14-18 および 2022 年 1/16-22 に現地

にて運営支援を行った。 
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（７）学校連携・協力 

 上智福岡中学高等学校とバーチャル・スタディツアーの企画で連携した。（後述） 

 京都暁星高等学校のウォーカソン活動により、JLMM カンボジアの活動への協力を受けた。 

 

（８）諸団体、NGO との連携・協力 

・JOMAS（海外邦人宣教者活動援助後援会）および大阪教区「カンボジア教会の日」から、ＪＬＭＭカンボ

ジアが実施するコロナ禍の生活困窮者を対象とした食料パック配布のための支援を受けた。 

・正会員となっている JANIC（国際協力 NGO センター）の総会に出席した。（６月２２日） 

・事務局移転後、施設を共有する NPO 法人アルペなんみんセンターと活動面での相互協力を行った 

 

８. ゴスペル  

 コロナ禍により練習、コンサートは実施しなかった。 

 

９. 海外ボランティア制度  

キリスト教信徒ではない、もしくは短い期間でも派遣を希望する方に向け、２０１２年度から新たな試みとし

て、フェローズ制度を設置し試行的に実施した。 

２０１３年度からは名称を「海外ボランティア制度」に改め参加者を募集したが、希望者がなかったため実

施しなかった。 

 

10. 広報  

（１）ミッション（ニュースレター）発行 他 

ミッション№１９３～１９５の計３号を以下のとおり発行した。 

 

№ 発行日 部数 内容 

№１９３ ２０２１年５月３０日 3,000 部 

・２０２１年度研修始まりました！（事務局） 

・新派遣候補者からのご挨拶（２０２１年度派遣候補者） 

・コロナ禍でもできることを（JLMM カンボジア） 

・書き損じはがき ご支援のお願い 

・カンボジアのお母さんを応援したい！ 

・JLMM 活動支援のお願い 
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№１９４ ２０２１年１１月５日 3,000 部 

・事務局が鎌倉に移転しました！ 

・おうちで国際協力！ 

・グローバルフェスタ２０２１出展 

・書き損じはがき ご支援のお願い 

・緊急食糧パック配布にご協力を！ 

№１９５ ２０２２年１月３１日 3,000 部 

・JLMM カンボジア ステンミエンチャイの今 

・緊急食糧パック配布にご協力を！ 

・カンボジア バーチャルスタディツアー開催 

 

（２）広告掲載等 

カトリック新聞におおむね月１回、年１８回広告を掲載した。 

２０２１年 

４月１８日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

５月２３日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

６月２０日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

７月１８日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

７月２５日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

８月１５日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

８月２２日    ２段５ｃｍ   JLMM の活動をご支援ください 

９月１９日    ２段５ｃｍ   断捨離×国際協力 

９月２６日    ３段１／２   断捨離×国際協力（世界難民移住移動者の日） 

１０月１０日   ２段５ｃｍ   断捨離×国際協力 

１０月２４日   ２段５ｃｍ   おうちで国際協力 

１１月 ７日   ２段５ｃｍ   おうちで国際協力 

１２月１９日   ２段５ｃｍ   おうちで国際協力 

２０２２年 

１月２３日    ２段５ｃｍ   おうちで国際協力 

２月２０日    ２段５ｃｍ   おうちで国際協力 

３月２０日    ２段５ｃｍ   おうちで国際協力 

 

（３）新聞・雑誌記事掲載 

  特になし。 

 

11. 報告会・説明会・講演  

・SIGNIS アジアの全アジア会合（オンライン）において事務局の漆原がＪＬＭＭの活動紹介を行った。（１１

月１８日） 
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・ＦＡＢＣ（アジアカトリック司教協議会連盟）宣教局によるアジアの宣教団体会合（オンライン）において、

漆原がＪＬＭＭの活動の活動紹介を行った。（１２月４日） 

 

12. 主催イベント  

（１）オンライン・ライブバザー 

Facebookライブにより、バザーの生配信を企画・実施した。カンボジアのラチャナ・ハンディクラフト

（12/15）、カンポット胡椒（2022 年 1/24）、ドリップパックコーヒー（2/16）、カンポット塩漬け胡椒

（3/16）を紹介した。 

  

オンラインライブ・バザー 新事務所から生配信した 

 

 

（２）「なんみんカフェ」 

 アルペなんみんセンターと鎌倉の IT 企業カヤックと連携し、１２月１２日、鎌倉市内「まちの社員食堂」にて

「なんみんカフェ」を開催した。スリランカ難民が調理したスリランカカレーやラチャナ・ハンディクラフト、カン

ポット胡椒、ドリップパックコーヒーなどを紹介した。 

 

13. バザー・イベント等への参加・企画協力  

 ・１０月９・１０日に開催されたグローバルフェスタ２０２１にオンライン出展し、カンボジアバーチャル・スタディ

ツアーを紹介した。また、ブックオフやブランディアと提携したリサイクルによる寄付の呼びかけを行った。 
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現地の状況をオンラインで配信  

 

 

・新事務所移転に伴い、事務局が所在する地域の飲食店やブティックなどにラチャナ・ハンディクラフトやドリ

ップパックコーヒーなどの委託販売を行った。（11 月 15 日、鎌倉市内のチャンズ・コレクション、ソンベカフェ） 

 

14. ファンドレイジング  

 特になし。  

 

15. OB・OG 会 

 OB・OG 有志により、１１月４日にオンラインによる OB・OG 会を開催した。全国各地やスペイン、カンボジ

アからも参加があった。 

 

16. スタディツアー  

 オンラインによるバーチャル・スタディツアーを企画、実施した。 

 上智福岡中学高等学校聖書研究会を対象としたツアーを１１月５日に、同校の文化祭の企画として全校生

徒および保護者を対象としたツアーを２０２２年３月１２日に開催した。 

 一般公募によるバーチャル・ツアーを２０２２年１月１０日と２月２３日に開催し、全国から多くの参加者があっ

た。  
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上智福岡中学高等学校のツアー Zoom と会場のハイフレックス配信 

 

17. スタッフ研修  

・実施しなかった。 

 

18. 会議  

（１）総会 

開催回 開催日 会場 議   題 

定時 
２０２１年 

６月１６日 

事務局 

（書面表決） 

・理事の選任について 

・２０２０年度事業報告（案）及び収支決算（案）について 

臨時 
２０２１年 

１０月１２日 

事務局 

（書面表決） 
・定款変更（事務局移転） 

 

（２）理事会 

開催回 開催日 会場 議   題 

第１回 
２０２０年 

６月７日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度研修について 

・２０２０年度活動報告（案）及び収支決算（案） 

・２０２１年度活動計画（案）並びに収支予算（案） 

臨時 
２０２１年 

６月１６日 
オンライン会議 

・代表理事の選出について 

・２０２２年度派遣候補者募集の中止について 
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第２回 
２０２１年 

９月１３日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度派遣者研修及び派遣開始時期について 

・定款変更について 

・臨時総会開催について 

第３回 
２０２１年 

１２月６日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度研修について 

・今後の国内活動の展開の可能性について 

第４回 
２０２２年 

３月７日 
オンライン会議 

・各国・国内活動状況について 

・２０２１年度研修について 

・総会について 

・定款改正について 

・２０２２年度計画について 

 

19. 正会員・理事・顧問司教  

正会員は次のとおりである。当会の正会員は一般社団法人及び一般財団法人に関する法律に規定され

ている社員である。 

 氏 名 備 考 

１ 緒方 真理子  

２ 岸野 眞理子  

３ 眞鍋 まり  

４ 大垣 俊朗  

５ 漆原 比呂志  

６ 辻 明美  

７ 金山 重之  

８ 小林 誠  

９ 渡邉 怜子  

１０ 松村 繁彦  

 

役員構成は次のとおりである。 

理事の任期は２０２１年５月２９日から２０２２年度最終総会まで、監事の任期は２０１９年５月２９日から２０２

２年度最終総会までとなる。 

顧問司教は山野内倫昭さいたま教区司教である。 

 

 役 職 氏 名 所 属 等 備考 

１ 代表理事 松村 繁彦 カトリック北一条教会主任司祭  

２ 理事 浜崎 眞実 カトリック横須賀三笠教会主任司祭 指導司祭 
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３ 理事 高橋 睦子 幼きイエス会  

４ 理事 村上 芳隆 フランシスコ会管区長  

５ 理事 渡邉 怜子 日本カトリック信徒宣教者会・OG  

６ 理事 小林 和夫 日本カトリック信徒宣教者会・OB  

７ 理事 髙橋 真也 日本カトリック信徒宣教者会・OB  

８ 理事 漆原 比呂志 JLMM 事務局 / OB 事務局長 

１ 監事 品田 典子 北海道カトリック学園  

２ 監事 野田 典義 野田典義税理士事務所  

 

 品田監事による活動の監査を実施した。 

 ２０２２年５月２７日 

  

 野田典義監事による会計監査を実施した。 

 ２０２２年５月３１日 

 

20．加盟団体等  

２０２０年３月３１日現在、当会が所属する団体等は次のとおりである。 

日本カトリック司教協議会 公認団体 （２００２年５月９日加盟） 

特定非営利活動法人国際協力ＮＧＯセンター（JANIC）正会員 （２００９年１０月２３日承認） 

 

21．事務局移転  

  ２００３年から使用していた東京都港区六本木のフランシスコ修道会聖ヨゼフ修道院内の事務所を、神奈

川県鎌倉市十二所のフランシスコ会日本殉教者修道院の施設内に移転した。それに伴い、東京都世田谷

区喜多見の研修所も鎌倉市の新事務所に集約した。９月１日に新事務所が所在する横浜教区長へ移転の

申し入れ後、９月２０日を中心に引っ越し作業を行い、１０月１日より鎌倉の新事務局での業務を開始した。 

 

22．表彰  

 １１月２９日、社会貢献支援財団より、「浅野美幸と JLMM の仲間たち」が社会貢献者として表彰され、カン

ボジアに長年派遣された浅野美幸さんが受賞式典に出席した。 
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表彰を受けた浅野美幸さん（左）  

 



（単位：円）

当年度 前年度 増減

Ⅰ　資産の部

１．流動資産

現金 0 0 0 

普通預金 1,494,905 4,754,231 △ 3,259,326 

定期預金 100,000 100,000 0 

立替金 0 0 0 

前払費用 4,456 895 3,561 

棚卸資産 290,580 0 290,580 

流動資産合計 1,889,941 4,855,126 △ 3,255,765 

２．固定資産

工具器具備品 103,736 155,345 △ 51,609 

電話加入権 74,984 △ 74,984 

固定資産合計 103,736 230,329 △ 126,593 

資産合計 1,993,677 5,085,455 △ 3,382,358 

Ⅱ　負債の部

１．流動負債

預り金 125,748 133,259 △ 7,511 

流動負債合計 125,748 133,259 △ 7,511 

２．固定負債

固定負債合計 0 0 0 

負債合計 125,748 133,259 △ 7,511 

Ⅲ　正味財産の部

１．指定正味財産合計 0 0 0 

２．一般正味財産合計 1,867,929 4,952,196 △ 3,084,267 

正味財産合計 1,867,929 4,952,196 △ 3,084,267 

負債及び正味財産合計 1,993,677 5,085,455 △ 3,091,778 

科目

貸借対照表

2022年3月31日現在

一般社団法人JLMM
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（単位：円）

当年度 前年度 差異 備考

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 1,372,000 986,000 386,000 

受取会費 1,372,000 986,000 386,000 

受取寄付金 9,984,898 13,488,205 △ 3,503,307 

受取寄付金 9,984,898 13,488,205 △ 3,503,307 

受取寄付金振替額 0 0 0 

受取助成金 3,155,375 2,403,464 751,911 

受取助成金 3,155,375 2,403,464 751,911 

受取助成金振替額 0 0 0 

事業収益 609,159 609,397 △ 238 

雑収益 11 84,007 △ 83,996 

受取利息 11 26 △ 15 

雑収入 0 83,981 △ 83,981 

経常収益計 15,121,443 17,571,073 △ 2,449,630 

（２）経常費用

事業費

給与手当 6,399,310 6,623,646 △ 224,336 

法定福利費 1,052,757 1,098,509 △ 45,752 

福利厚生費 14,338 21,265 △ 6,927 

会場費 316,000 455,076 △ 139,076 

会議費 8,125 800 7,325 

旅費交通費 28,180 8,464 19,716 

通信運搬費 1,080,536 805,504 275,032 

消耗品費 190,293 56,564 133,729 

派遣手当 0 4,227,946 △ 4,227,946 

休暇手当 0 0 0 

印刷製本費 135,690 149,145 △ 13,455 

現地活動費 3,155,375 2,903,464 251,911 

賃借料 8,228 27,478 △ 19,250 

保険料 0 0 0 

諸謝金 202,500 0 202,500 

支払手数料 39,032 32,360 6,672 

広告費 165,275 199,390 △ 34,115 

期末棚卸高 △ 290,580 0 △ 290,580 

委託費 5,200 0 5,200 

仕入高 0 105,000 △ 105,000 

事業費計 12,510,259 16,714,611 △ 4,204,352 

２０２１年度正味財産増減計算書

2021年4月1日から2022年3月31日まで

一般社団法人JLMM

正味財産増減計算書 2 ページ



当年度 前年度 差異 備考

管理費

給料手当 3,507,310 3,678,016 △ 170,706 

法定福利費 584,430 595,860 △ 11,430 

福利厚生費 7,169 7,169 0 

会議費 4,100 4,400 △ 300 

旅費交通費 16,120 28,660 △ 12,540 

通信運搬費 84,451 173,702 △ 89,251 

減価償却費 51,609 48,156 3,453 

消耗品費 20,534 27,513 △ 6,979 

印刷製本費 0 0 0 

光熱水料費 65,005 84,942 △ 19,937 

賃借料 26,940 0 26,940 

リース料 520,512 850,512 △ 330,000 

委託費 31,790 0 31,790 

諸会費 44,125 44,125 0 

租税公課 144,950 80,450 64,500 

施設負担金 300,000 0 300,000 

修繕費 165,000 0 165,000 

慶弔費 0 16,500 △ 16,500 

支払手数料 46,422 45,853 569 

管理費計 5,620,467 5,685,858 △ 65,391 

経常費用計 18,130,726 22,400,469 △ 4,269,743 

当期経常増減額 △ 3,009,283 △ 4,829,396 1,820,113 

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産受贈益 0 0 0 

経常外収益計 0 0 0 

（２）経常外費用

固定資産除却損 74,984 74,984 

経常外費用計 74,984 0 74,984 

当期経常外増減額 △ 74,984 0 △ 74,984 

当期一般正味財産増減額 △ 3,084,267 △ 4,829,396 1,745,129 

一般正味財産期首残高 4,952,196 9,781,592 △ 4,829,396 

一般正味財産期末残高 1,867,929 4,952,196 △ 3,084,267 

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金 0 0 

受取助成金 0 0 

一般正味財産への振替額 0 0 

当期指定正味財産増減額 0 0 0 

指定正味財産期首残高 0 0 0 

指定正味財産期末残高 0 0 0 

Ⅲ　正味財産期末残高 1,867,929 4,952,196 △ 3,084,267 

正味財産増減計算書 3 ページ



（単位：円）

研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業

１．経常増減の部

（１）経常収益

受取会費 0 0 0 0 0 0 1,372,000 0 1,372,000

受取会費 1,372,000 1,372,000

受取寄付金 800,000 4,000,000 0 1,250,000 40,000 0 3,894,898 0 9,984,898

受取寄付金 800,000 4,000,000 0 1,250,000 40,000 0 3,894,898 9,984,898

受取寄付金振替額 0

受取助成金 0 3,155,375 0 0 0 0 0 0 3,155,375

受取助成金 3,155,375 3,155,375

受取助成金振替額 0

事業収益 609,159 609,159

雑収益 0 0 0 0 0 0 11 0 11

受取利息 11 11

雑収入 0

経常収益計 800,000 7,155,375 0 1,250,000 40,000 609,159 5,266,909 0 15,121,443

合計

２０２１年度正味財産増減計算書内訳

2021年4月1日から2022年3月31日まで

一般社団法人JLMM

法人会計 内部取引控除

実施事業等会計
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研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業
合計法人会計 内部取引控除

実施事業等会計

（２）経常費用

事業費

給与手当 0 3,236,950 0 0 0 3,162,360 6,399,310

法定福利費 0 507,617 0 0 0 545,140 1,052,757

福利厚生費 0 7,169 0 0 0 7,169 14,338

会場費 310,000 0 0 0 6,000 0 316,000

会議費 0 0 0 0 4,945 3,180 8,125

旅費交通費 25,580 0 0 0 0 2,600 28,180

通信運搬費 146,039 9,871 0 834,602 9,871 80,153 1,080,536

消耗品費 58,101 23,959 0 59,143 8,181 40,909 190,293

派遣手当 0 0 0 0 0 0 0

印刷製本費 0 0 0 135,690 0 0 135,690

現地活動費 0 3,155,375 0 0 0 0 3,155,375

賃借料 0 0 0 8,228 0 0 8,228

保険料 0 0 0 0 0 0 0

諸謝金 202,500 0 0 0 0 0 202,500

支払手数料 18,672 3,960 0 1,210 6,550 8,640 39,032

広告費 0 0 0 165,275 0 0 165,275

期末棚卸高 △ 290,580 △ 290,580

租税公課 5,200 5,200

仕入高 0 0

事業費計 760,892 6,944,901 0 1,204,148 35,547 3,564,771 0 0 12,510,259
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研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業
合計法人会計 内部取引控除

実施事業等会計

管理費

給料手当 3,507,310 3,507,310

法定福利費 584,430 584,430

福利厚生費 7,169 7,169

会議費 4,100 4,100

旅費交通費 16,120 16,120

通信運搬費 84,451 84,451

減価償却費 51,609 51,609

消耗品費 20,534 20,534

印刷製本費 0 0

光熱水料費 65,005 65,005

賃借料 26,940 26,940

リース料 520,512 520,512

委託費 31,790 31,790

諸会費 44,125 44,125

租税公課 144,950 144,950

施設負担金 300,000 300,000

修繕費 165,000 165,000

慶弔費 0

支払手数料 46,422 46,422

管理費計 0 0 0 0 0 0 5,620,467 0 5,620,467

経常費用計 760,892 6,944,901 0 1,204,148 35,547 3,564,771 5,620,467 0 18,130,726

当期経常増減額 39,108 210,474 0 45,852 4,453 △ 2,955,612 △ 353,558 0 △ 3,009,283
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研修事業 派遣活動事業 調査研究事業 広報事業 行事 販売事業
合計法人会計 内部取引控除

実施事業等会計

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

固定資産受贈益 0 0 0 0 0 0 0

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

固定資産除却損 74,984 74,984

経常外費用計 0 74,984 74,984

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 △ 74,984 0 △ 74,984

当期一般正味財産増減額 39,108 210,474 0 45,852 4,453 △ 2,955,612 △ 428,542 0 △ 3,084,267

一般正味財産期首残高 2,034,716 2,094,759 1,000,000 929,117 1,000,000 △ 3,476,361 1,369,965 0 4,952,196

一般正味財産期末残高 2,073,824 2,305,233 1,000,000 974,969 1,004,453 △ 6,431,973 941,423 0 1,867,929

Ⅱ　指定正味財産増減の部

受取寄付金 0

受取助成金 0

一般正味財産への振替額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

当期指定正味財産増減額 0 0 0 0 0 0 0 0 0

指定正味財産期首残高 0 0

指定正味財産期末残高 0 0 0 0 0 0 0 0 0

Ⅲ　正味財産期末残高 2,073,824 2,305,233 1,000,000 974,969 1,004,453 △ 6,431,973 941,423 0 1,867,929
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１　重要な会計方針

（１）固定資産の減価償却について

　　車両運搬具、工具器具備品・・・・・定額法による減価償却をしている。

２　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期減価償却額 当期末残高

工具器具備品 155,345 0 0 51,609 103,736

合　　計 155,345 0 0 51,609 103,736

事務局移転に伴い、電話加入権（74,984円）を除却した。

３　指定正味財産から一般正味財産への振替額は次のとおりである。

（単位：円）

内　　容 金　　額

合　　計 0

４　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

（単位：円）

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上

の記載区分

助成金

　大阪教区カンボジアの日 大阪教区 0 1,104,150 1,104,150 0 一般正味財産

　JOMAS JOMAS 0 2,051,225 2,051,225 0 一般正味財産

0 3,155,375 3,155,375 0合　　計

財務諸表に対する注記
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１．基本財産及び特定資産の明細

　基本財産及び特定資産を有していない。

２．引当金の明細

　引当金を設定していない。

附　属　明　細　書
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一般社団法人ＪＬＭＭ
（単位：円）

場所・物量等 使用目的等 金額

（流動資産）

預　金 普通預金

　三菱ＵＦＪ銀行六本木支店 運転資金として 930,063

　三菱ＵＦＪ銀行六本木支店 寄付金等受け入れとして 217,127

　郵便振替 寄付金等受け入れとして 347,715

定期預金

　三菱ＵＦＪ銀行六本木支店 100,000

棚卸資産 290,580

前払費用 労働保険料 4,456

1,889,941

（固定資産）

什器備品 パソコン３台 事務局にて使用 103,736

103,736

1,993,677

（流動負債）

預り金 社会保険料 125,748

125,748

125,748

1,867,929

流動負債合計

負債合計

正味財産

財　　産　　目　　録

2022年3月31日現在

貸借対照表科目

流動資産合計

固定資産合計

資産合計
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